
一般質問

平成３１年（２０１９年）１月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
を
／
有
料
化

に
向
け
ご
み
を
減
ら
せ
る
し
く
み
を

 
質
問　

臼
通
学
路
で
自
転
車
が
歩
道

を
走
行
す
る
た
め
危
険
だ
が
対
策
は
。

　

渦
下
校
時
の
小
学
生
に
対
す
る
不

審
者
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
対
策
は
。

市
長　

臼
今
後
も
道
路
管
理
者
等
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
路
面
標
示
等
に
よ
る
注
意
喚

起
を
行
い
、
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で

あ
る
こ
と
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長　

渦
学
校
や
警
察
等
と
通
学

路
の
合
同
点
検
を
毎
年
度
行
っ
て
い

る
ほ
か
、　

年
度
か
ら
順
次
防
犯
カ

２７

メ
ラ
を
設
置
し
て
き
た
。
犯
行
に
及

び
に
く
い
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ

り
、
今
後
も
関
係
者
等
と
連
携
し
な

小
学
生
の
通
学
の
安
全
と

見

守

り

に

つ

い

て

が
ら
対
策
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
地
域
で
行
う
運
動
会
や
公

園
で
の
祭
り
の
参
加
状
況
は
。

　

渦
東
京
街
道
の
商
店
街
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
考
え
は
。

市
長　

臼
全
て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。　

年
７
月
の
納
涼

３０

夏
祭
り
に
は
千
５
百
人
が
来
場
し
た

と
商
店
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
商
店
会
が
み
ず
か
ら
企
画
し
主

体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
に
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
都
補
助

金
も
活
用
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

東
部
地
区
の
活
性
化
に
対
し
て

 
質
問　

臼
集
合
住
宅
の
ご
み
出
し
困

難
世
帯
の
戸
別
収
集
を
実
施
し
て
は
。

　

渦
指
定
収
集
袋
の
減
免
措
置
の
拡

充
が
必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
同
世
帯
へ
の
支
援
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の

支
援
と
あ
わ
せ
福
祉
部
門
等
と
連
携

し
、
ご
み
出
し
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　

渦
他
市
と
比
較
し
て
も
妥
当
と
捉

え
て
お
り
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

利
用
回
数
基
準
を
上
限
と
す

る
と
生
活
支
援
利
用
を
制
限
し
、
自

来
年
４
月
実
施
予
定
の
家
庭
ご
み

有
料
化
及
び
戸
別
収
集
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の

多
数
回
利
用
に
つ
い
て

立
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
が
見
解
は
。

市
長　

基
準
を
超
え
た
場
合
に
保
険

者
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
質
の
向
上
等
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
。
利
用
者
の
身
体
状
態
等
に
よ

り
、
回
数
の
基
準
を
上
回
っ
て
作
成

さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

 
質
問　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
の
普
及
啓
発
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
全
国
共
通

マ
ー
ク
に
な
る
な
ど
、
今
後
、
認
知

度
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
。

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
区
画
整
理
、
再
開
発
等
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
無
電
柱
化
の

面
的
な
展
開
へ
の
考
え
は
。

　

渦
市
の
無
電
柱
化
推
進
計
画
等
の

策
定
状
況
は
。

市
長　

臼
面
的
整
備
事
業
は
、
都
市

基
盤
整
備
と
と
も
に
電
気
等
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
新
設
等
を
同
時
に
行
え
る
。

市
街
地
整
備
の
機
会
を
捉
え
た
推
進

が
、
今
後
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
で
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

渦
都
の
無
電
柱
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
を
活
用
し
将
来
的
な
無
電
柱

化
の
考
え
方
の
整
理
等
行
っ
て
い
る
。

　

年
度
に
は
無
電
柱
化
チ
ャ
レ
ン
ジ

３１ 無
電
柱
化
を
推
進
し
よ
う

プ
ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
に
よ
る
市
の
影
響
額
の
総
額
は
。

　

渦
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
廃
止
し
、

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
純
粋
な
寄
附
制
度
が
望
ま
し

い
と
す
る
動
き
も
あ
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼　

億
４
千
７
百
万
円
の
減

１１

収
で
あ
る
。

　

渦
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
競
争

は
制
度
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
今
後
寄
附
金
を
募
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
が
あ
れ
ば
財
源
確
保
の

一
手
段
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
税
財
源
を

奪
う
諸
施
策
に
歯
ど
め
を

 
質
問　

臼
市
が
協
働
を
推
進
す
る
理

由
は
何
か
。

　

渦
協
働
推
進
の
指
針
を
見
直
す
理

由
と
、
見
直
し
内
容
の
方
向
性
は
。

　

嘘
市
民
提
案
型
の
協
働
事
業
を
推

進
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長　

臼
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
、

互
い
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
規
定
し
、
協
働
等
を
通
じ

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

渦
策
定
か
ら　

年
経
過
し
、
さ
ら

１０

な
る
推
進
を
目
的
に
、
よ
り
実
践
的

な
協
働
の
内
容
で
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
地
域
課
題
等
の
解
決
に
向
け
て

市
民
提
案
の
協
働
事
業
も
検
討
す
る
。

市
民
協
働
を
も
っ
と
推
進
し
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

 
質
問　

臼
小
平
市
の
農
業
、
農
地
、

緑
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。

　

渦
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
の

定
期
的
実
施
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
採
択
さ
れ
た
中
央
公
園
の
井
戸

再
生
等
に
係
る
請
願
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
農
業
経
営
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
。
ま
た
、
都
市
農
地
の
貸
借

の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

多
様
な
農
地
利
用
が
期
待
で
き
る
。

　

渦
演
奏
者
や
、
農
産
物
の
運
搬
と

販
売
の
人
員
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

嘘
簡
易
調
査
の
結
果
、
再
生
は
可

能
だ
が
、
今
後
詳
細
な
調
査
を
要
し
、

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
等
で
小
平
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
を
魅
力
ア
ッ
プ
し
よ
う

 
質
問　

臼
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に

よ
る
効
果
と
課
題
は
。

　

渦
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
窓
口
及
び
苦

情
相
談
処
理
委
員
会
設
置
要
綱
に
つ

い
て
、
女
性
の
位
置
づ
け
や
第
三
者

調
査
の
追
加
等
、
改
定
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
男
性
の
育
児
休
業
と
出
産

介
護
休
暇
取
得
率
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
効
果
で
、
管
理
職
に
お
け

る
女
性
比
率
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
現
時
点
で
改
定
の
予
定
は
な
い
。

　

嘘
市
民
対
象
の
講
座
等
の
ほ
か
、

職
員
研
修
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

誰
も
が
幸
せ
な
社
会
を

 
質
問　

臼
説
明
会
で
出
た
要
望
等
に

対
す
る
改
善
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の
店
頭
回

収
を
ふ
や
す
た
め
の
実
施
策
は
。

　

嘘
詰
め
か
え
容
器
持
参
等
、
努
力

し
て
い
る
市
内
業
者
を
認
定
す
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
燃
や
す
ご
み
指
定
収
集
袋

に
カ
ラ
ス
対
策
加
工
を
し
た
ほ
か
集

積
所
収
集
の
一
部
継
続
等
を
行
っ
た
。

　

渦
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

取
り
組
み
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

嘘
３
Ｒ
に
取
り
組
む
店
舗
を
広
報

す
る
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

家
庭
ご
み
有
料
化
に
向
け
市
民
が

ご
み
を
減
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
を

 
質
問　

臼
教
員
向
け
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
研
修
を
行
う
予
定
は
。

　

渦
学
校
と
市
の
関
係
課
が
連
携
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

　

嘘
テ
ィ
ー
ン
ズ
相
談
室
ユ
ッ
カ
で

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
応
で
き
る
か
。

教
育
長　

臼
現
在
予
定
は
な
い
が
機

会
を
捉
え
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

対
応
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

渦
学
校
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

困
難
な
た
め
関
係
課
と
の
連
携
は
欠

か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

市
長　

嘘
相
談
者
が
悩
ん
で
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
自
由
に
相
談
で
き
る
。

子
ど
も
や
若
者
が
担
う
家
族
介
護
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
国
分
寺
市
の
ぶ
ん
バ
ス
な

ど
近
く
を
走
る
路
線
と
の
連
携
は
。

　

渦
立
川
通
り
沿
い
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
ル
ー
ト
に
組
み
込
み
、

買
い
物
の
足
と
し
て
使
え
な
い
か
。

市
長　

臼
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト
は
、

ぶ
ん
バ
ス
北
町
ル
ー
ト
と
停
留
所
を

共
有
し
て
お
り
市
境
を
越
え
た
移
動

が
で
き
る
。
ま
た
、
民
間
路
線
バ
ス

の
停
留
所
と
接
し
て
い
る
停
留
所
が

あ
り
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

渦
利
用
者
等
か
ら
の
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
運
行
へ
の
移

行
を
検
討
す
る
中
で
、
考
え
る
会
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

切
望
さ
れ
る
南
西
部
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
国
の
経
済
分
析
に
対
し
、

市
民
の
置
か
れ
た
現
状
へ
の
認
識
は
。

　

渦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、

就
学
援
助
の
基
準
を
切
り
下
げ
な
い

こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
給
食
費
の
無
償
化
へ
の
見
解
は
。

　

唄
入
所
介
護
施
設
等
で
の
低
所
得

の
高
齢
者
対
策
拡
充
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
景
気
の
回
復
状
況
が
必
ず

し
も
市
民
の
暮
ら
し
に
浸
透
す
る
ま

で
至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長 　

渦
来
年
度
の
就
学
援
助
認

定
基
準
の
変
更
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

嘘
財
政
負
担
も
含
め
、
市
と
し
て

実
施
す
る
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

平
成　

年
度（　

年
度
）予
算
は
格
差
と

３１

２０１９

貧
困
か
ら
市
民
を
守
る
予
算
に

市
長　

唄
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
総
合
事
業
が
開
始
し
た
こ

と
で
、
従
来
の
通
所
介
護
を
利
用
で

き
な
く
な
っ
た
人
数
は
。

　

渦
保
険
料
滞
納
者
へ
の
改
善
策
は
。

市
長　

臼
国
基
準
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

へ
移
行
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
資
力
不
足
の
滞
納
者
が
多
い
。

分
割
納
付
や
生
活
保
護
担
当
へ
の
案

内
な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

 
質
問　

交
付
金
活
用
へ
の
考
え
は
。

教
育
長　

今
後
研
究
し
て
い
く
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
な
市
民
が

必
要
な
だ
け
受
け
ら
れ
て
い
る
か

国
の
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し

小
・
中
学
校
体
育
館
に
冷
暖
房
設
備
を

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

小
学
生
の
通
学
の
安
全
と
見
守
り
／

東

部

地

区

の

活

性

化

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

家
庭
ご
み
有
料
化
／
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
多
数
回
利
用
／
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

無
電
柱
化
を
推
進
し
よ
う
／

税
財
源
を
奪
う
諸
施
策
に
歯
ど
め
を

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

協

働

の

推

進

／

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
マ
ル
シ
ェ
構
想

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

市
民
を
守
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カラス対策に黄色の加工を行った燃やすごみ指定収集袋


